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日常臨床における“力のコントロール”の重要性 2008/11/02 【ご記入いただいたお申込み情報は適切、厳重に管理いたします】 受 講 申 込 書

歯科医院名 ご住所 〒 

 

 

TEL 

FAX 

お名前（全員）                         歯科医師  

                                       名

                                  スタッフ   

                                       名 申込区分     ☐ 一般           ☐ セミナー会員医院

2008’リンケージ藤波オータムフェア 
特 別 講 演 会 

「「日常臨床における“力のコントロール”の重要性」 

本多歯科 大阪Ｓ.Ｊ.Ｃ.Ｄ最高顧問 

本多 正明 先生 
昭和４５年  大阪歯科大学卒業 

昭和４７年より平成１５年  Dr.Raymond Kim（南ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ大学）に師事 

昭和４８年より昭和５３年  日本歯学センター勤務 

昭和５３年  東大阪市にて本多歯科医院開設 

現   在  大阪 S.J.C.D. 最高顧問 

S.J.C.D.インターナショナル 副会長 

日本顎咬合学会 指導医 

日本臨床歯周病学会 指導医 

日本審美学会 理事 

日本補綴歯科学会 会員 

日本顎口腔機能学会 会員 

O.J.（ｵｯｾｵｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝ･ｽﾀﾃﾞｨｸﾗﾌﾞ･ｵﾌﾞ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ）ファウンダー 

日本再生歯科フォーラム 顧問 

2008 年 11 月２日（日） ＰM12：00～ＰM14：00

コンベックス岡山 国際会議場  岡山市大内田 675 TEL 086-292-6111 

 
歯科医師  一般 ￥6,300  ｾﾐﾅｰ会員 ￥5,670（消費税込） 

スタッフ    一般 ￥3,150   ｾﾐﾅｰ会員 ￥2,835（消費税込） 

近年、雑誌や専門誌をみていると、インプラント治療や審美修復に多くのページが割かれ、講演会やセミナ

ーも数多く開催されている。臨床医にとって最大の目的は、患者の長期に渡る健康維持である。しかし日常臨

床をみてみると、どれだけ多くの歯に、再治療が施されているであろうか。この現実から我々は、炎症のコント

ロールによって、慢性の感染性疾患を抑制することはもちろんのこと、力のコントロールによって、慢性の非感

染性疾患を抑制することが、いかに重要であるかを学んでいる。また、実際にその難しさも身をもって体験して

いるはずである。 

今回は、日常臨床で歯科治療を成功させる二大要素の中の一つ、力のコントロールについて、的を絞って

話し、特に欠損歯列からみた構造力学的安定を考察するとともに、実践的な咬合論について話してみたい。 

㈱リンケージ藤波 岡山県倉敷市加須山 881-2 

TEL 086-420-0001 FAX 086-428-8899  

http://www.f-linkage.com （詳細やお申込に） 

主催／㈱リンケージ藤波 

共催／㈱イリエ歯科商社 

中国銀行倉敷駅前支店 普通 2107071 ｶ）ﾘﾝｹｰｼﾞﾌｼﾞﾅﾐ   
＊誠に恐れ入りますが振込手数料はご負担下さい 

下記の受講申込書にご記入の上 FAX またはﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにてお申込みいただき下記の口座にお振込み下さい 

ご入金確認後受講票を送付させていただきます。 

 講   師 

 講師略歴 

 日   時 

 会   場 

 受 講 料 

 講演抄録 

 お振込み先 

 お申込方法 

 お問い合せ 

 著 書 臨床歯周補綴Ⅰ（第一歯科出版） 臨床歯周補綴Ⅱ ﾏﾆｭｱﾙ&ｸﾘﾆｯｸ（第一歯科出版） 

臨床歯周補綴Ⅲ 症例集（S.J.C.D.出版部）その他 

 講 演 先 
日本臨床歯周病学会／日本顎咬合学会／日本歯科審美学会／日本国際歯科大会／アジア顎咬合学会／アジア

審美学会／韓国臨床矯正学会／咬合フォーラム／OJ ミーティング／明海,朝日講演会 その他 

 

 

 セミナー 
咬合・補綴治療計画セミナー 主宰 

名古屋 臨床歯周。補綴コース 講師 

ＯＳＩコース（オッセオ・スキャロップ・インスティトゥート）講師（インプラント補綴） 


